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ま
ち
づ
く
り
ニ
ュ
ー
ス 

用
地
測
量
業
務
に
ご
協
力
を 

 

Ｊ
Ｒ
柳
ヶ
浦
周
辺
整
備
事
業
に
伴
い
、
現
地
測
量

業
務
を
開
始
し
ま
し
た
。 

 

測
量
業
務
中
は
、
関
係
者
お
よ
び
駅
周
辺
を
利
用

す
る
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

第
１
回
記
憶
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

を
開
催
し
ま
し
た 

 

昨
年
よ
り
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
「
地
域
資
源
発
掘

調
査
」
の
取
組
み
と
し
て
、
８
月
７
日
に
柳
ヶ
浦
三
区
新

公
民
館
で
、
第
１
回
記
憶
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。 

１9
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
柳
ヶ
浦
駅
に

関
係
す
る
古
写
真
を
皆
様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
古

写
真
は
、
天
皇
陛
下
御
下
車
の
様
子
や
柳
ヶ
浦
駅
に
機
関

区
が
あ
っ
た
時
の
写
真
な
ど
、
昔
の
様
子
を
思
い
出
す
と

と
も
に
当
時
を
懐
か
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
記
憶
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
趣
旨
を
説
明

し
、
３
班
に
分
か
れ
て
「
戦
後
の
駅
に
ま
つ
わ
る
思
い
出
」

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
多
く
の
思
い
出
や
ご
意
見
を

出
し
て
い
た
だ
き
、
各
班
と
も
大
変
参
考
に
な
る
意
見
発

表
で
し
た
。 

・蒸気機関車の廃止と共に機関

区も廃止された 

・柳ヶ浦の国会議員２名の努力

で駅開設が実現したのでは？ 

・柳ヶ浦高等学校は、戦前は現

在と異なる場所にあり、「柳ヶ

浦女学校」であった など 

・中世の頃から「柳ヶ浦」の名

称があった 

・収集する情報は個人的な情報

もしくは公の情報なのか？ 

・情報を今後、どのように活用

していくのか など 

・駅館川の鉄橋が開通するまで

は、下りの終着駅であった 

・駅前から航空隊踏切に向かう

道沿いは10件程度の店舗が

並んでいた 

・駅前には石炭置場があった 

など 

２班 １班 ３班 

 
柳ヶ浦駅

闇市(飲食店・ 居酒屋中心)
昭和40～50年代
40年代に一度焼けた

今回のWSに参加した方

日本通運
谷

（ 木材）

よしのや
（ 旅館）

岡の
(散髪屋)

一富士
(居酒屋)

（ 旅館）

(花屋)

矢治商店

一富士→息子さんのお嫁さんが
まだ宇佐にいるかも

矢治商店→現在の駅前の倉庫を管理している

昭和20～40年代

・
意
見
発
表
の
様
子 

Vol.4 

発行元 

都市計画課 

0978-27-8180 

宇佐市 

資料を見て思い出を語る様子 

収集資料の展示の様子 

図 グループワークで作成した柳ヶ浦駅前の様子 

※皆様の当時の記憶を辿り作成した図です。意見や指摘があれば、お知らせください。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

駅
周
辺
の
写
真
・
書
物
な
ど
の 

提
供
の
お
願
い 

都
市
計
画
課
で
は
引
き
続
き
、
過
去
の
駅
舎
や
機
関

庫
、
駅
前
の
風
景
な
ど
駅
周
辺
の
史
料
を
探
し
て
い
ま

す
。
写
真
や
書
物
は
勿
論
、
当
時
の
お
話
を
聴
か
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
も
結
構
で
す
。 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
に
よ
り
、

少
し
ず
つ
で
す
が
過
去
の
様
子
が
見
え
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
情
報
（
特
に
写
真
）
が
不
足
し
て

い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。（
史

料
は
、
歴
史
の
保
存
・
継
承
等
の
活
動
に
無
償
で
利
用

す
る
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
返
却
等
に
つ

い
て
は
、
ご
希
望
に
お
応
え
し
ま
す
） 

 

《
連
絡
先
》 

 
 

住
所
：
宇
佐
市
大
字
上
田
１０３０
番
地
の
１ 

 
 

名
称
：
宇
佐
市
役
所 

都
市
計
画
課 

 
 

電
話
：
０
９
７
８
―
２
７
―
８
１
８
０ 

 

記
憶
遺
産
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施 

 

記
憶
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
関
連
し
て
８
月
７
日

お
よ
び
１0
月
23
日
に
柳
ヶ
浦
地
区
の
歴
史
に
詳
し
い

方
５
名
よ
り
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。 

 

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
お
宅
を

訪
問
し
、
前
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
使
用
し
た
古
写

真
を
見
て
も
ら
い
、
当
時
の
駅
周
辺
の
様
子
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
２
名
の
方
に
は
ヒ
ア
リ
ン

グ
後
、
駅
周
辺
を
一
緒
に
歩
い
て
い
た
だ
き
、
当
時
の

建
物
の
所
在
等
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
協
力
い

た
だ
い
た
５
名
の
方
と
も
、
当
時
を
思
い
出
し
て
生
き

生
き
と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
得
た
情
報
と
前
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
情
報
を
照

合
し
、
次
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
皆
様
に
確
認
を
し

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 
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≪

記
憶
遺
産
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案≫

 

１１
～
１２
月 

第
２
回
記
憶
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

１
月 
 

 
 

写
真
等
の
パ
ネ
ル
を
駅
舎
に
展
示 

３
月 

 
 

 

第
３
回
記
憶
遺
産
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

庁
内
連
絡
会
議
の
立
ち
上
げ 

 

Ｊ
Ｒ
柳
ヶ
浦
周
辺
整
備
事
業
に
お
け
る
市
役
所
庁
内

で
の
幅
広
い
視
点
で
の
検
討
や
連
携
強
化
を
目
的
と
し

て
、
１0
月
23
日
に
関
係
各
課
を
招
集
し
て
第
１
回
の
会

議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

関
係
課
と
し
て
、
観
光
部
門
や
６
次
産
業
部
門
、
ま

た
施
設
整
備
面
で
土
木
部
門
や
上
下
水
道
部
門
の
職
員

に
参
加
を
お
願
い
し
、
基
本
設
計
や
現
在
の
進
捗
状
況

を
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換

で
は
、
事
業
全
体
に
対
し
て
の
意
見
や
整
備
に
関
し
て

今
後
必
要
な
調
整
事
項
等
を
確
認
し
ま
し
た
。 

今
後
も
会
議
を
重
ね
て
い
き
、
整
備
へ
の
細
か
な
課

題
を
解
決
し
て
い
く
と
と
も
に
、
駅
前
広
場
の
利
活
用

方
法
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
意
見
反
映
方
法
を
関
係

部
署
の
意
見
を
参
考
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

  

 
 

 
 

【主な情報】 

・機関庫があった

近所に購買部が

あって、当時は

賑わっていた 

・機関区には職員

が 300名、柳ヶ

浦駅の駅員は

130 名ほどい

た 

・円形の転車台が

備えてあった 

・坑木屋が繁盛し

ていた 

・駅の近辺に憲兵

隊があった。 

 

▲天皇陛下御下車の様子（柳ヶ浦町史より） 

当時、天皇陛下がお立ちになっている台付

近に現在の蘇鉄が植えられています。おそ

らく、天皇巡幸記念であったと思われま

す。 

（記憶遺産ヒアリングより） 


